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一
、

大
阪
の
縁
を
め
ぐ
っ
て

大
阪
に
お
け
る
緑
化
へ
の
関
心

大
阪
に
お
い
て
、
緑
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

い
つ
頃
か
ら
の
こ
と

で
あ
ろ
－
フ
か
。

大
正
十
年
と
十
五
年
に
、

先
駆
け
て
樹
木
被
度
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

大
阪
市
は
全
国
に

戦
前
の
わ
が
函
と
し
て
は
き
わ
め
て
進
歩
的
な

当
時
す
で
に
行
政
自
体
が
、
大

阪
の
緑
に
関
し
て
か
な
り
の
問
題
意
識
を
持
つ

試
み
で
あ
り
、

て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

氏昭
が和

の
主 始
にめ
災に
害 は

せ
き

当
時
の
大
阪
市
長
・
関

保
健
衛
生
対
策
と
し
て

ノ
・

三
平
方
灯
と
大
幅
に
増
加
す
る

。

ち
な
み

に
此
界
の
大
都
市
に
お
け
る

一人
当
た
り
の
公

園
面
積
は
、
以
ド
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

。

〈
世
界
の
大
都
市
に
見
る

一人
・1
た
り
の
公
園

而
柏
〉

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

九
・
ニ
（
千
万灯
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ロ
ン
ド
ン

三
0
・
問

ロ
ー
マ

同

ス
ト

ッ

ク
ホ
ル
ム

八
0
・

一三

ベ
ル
リ
ン

ノ、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

。

キ
ャ
ン
ベ
ラ

七
0
・
五

カ
イ
ロ

ジ
ャ
カ
ル
タ

一
・
五

バ
ン
コ
ク

0
・
四

次
に
街
路
樹
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
阪
は
街

路
樹
木
数
こ
そ
東
京
よ
り
少
な
い
が
、
街
路
樹

大
阪
に
お
け
る
緑
色
地
帯
の
必
要
性
を
説
き
、

「
わ
れ
わ
れ
の
住
居
し
得
ベ
き
都
市
を
建
設
す

る
第
一
の
条
件
は
い
か
じ
し
て
緑
色
地
帯
を
保

留
し
得
る
か
で
あ
る
L
（
『
都
市
政
策
の
理
論
と

実
際
』
）
と
記
述
し
て
い
る。
緑
色
地
帯
と
は、

公
園
、
競
技
場
、
運
動
場
、
墓
地
、
農
耕
地、

樹
林
地
な
ど
を
意
味
し
て
お
り
、現
代
に
お
け

る
都
市
緑
化
計
画
の
考
え
方
と
相
通
じ
る
要
素

も
少
な
く
な
い
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
大
阪
市
は

未
来

一
O
O
年
に
わ
た
る
『
緑
化
宣
言
』
を
行

こ
れ
は
大
阪
に
お
け
る
緑
の
絶
対量
不

足
を
解
消
す
る
た
め
の
、
長
期
的
展
望
で
あ
る

っ
た
。

と
い
え
る

。

ま
た
昭
和
五
十
六
年
に
は
大
島
靖
市
長
が
年

指
数
で
は
来
示
、
バ
リ
を
上
阿
っ
て
い
る
。

ま

た
、
街
路
樹
密
度
。
て
は
、
点
点
の二倍
の
数
値

を
ポ
し
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
公
固
と
街
路
樹
に
つ
い
て
は
東

京
よ
り
む
し
ろ
優
っ
て
い
る
は
ず
の
大
阪
が
、

「
緑
の
少
な
い
町
」
と
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ

ろ
－
フ
か。

そ
の
理
由
の
つ
が
、
樹
被
率
の
項
に
見
ら

れ
る
。

東
京

、

て
は

一、

0
0
0
平
万
日
以
上
の

面
績
を
占
め
る
樹
林
地
が二
・

九
訂
あ
る
の
に

対
し
、
大
阪
は
六
O
O
平
方
灯
以
上
の
樹
林
地

で
す
ら
、
一
・

五
引
れし
か
存
在
し
て
い
な
い

。

つ
ま
り
大
阪
に
は
、
公
園
と
街
路
樹
以
外
の
ま

と
ま

っ
た
状
態
で
の
緑
（
地
）
が
、
極
端
に
少
な
い

の
で
あ
る
。

空
撮
写
真
に
よ
っ
て
比
較
す
る
と
、

そ
れ
は

一
目
瞭
然
と
な
る
（
嗣
頁
写
真
参
照
）
。

東
京
の
都
心
部
に
は
、
皇
居
、
明
治
神
宮
な
ど
の

公
園
面
積
仁
は
含
ま
れ
な
い
緑
の
ま
と
ま
り
が
、

い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
大
阪
の
中
心

部
て
は
逆
に
、
天
王
寺
公
閣
、
大阪城公園、

大阪市 東京都（ 23区） ノ T I) 

市街化区主主面積 20, I I Iha 59, I 06ha 8, 700ha 

市街地入口 262万人 830万人 260万人

人口密度 126人 ha 140人 ha 300人 ha

公園面積 687ha 2, 181ha 327ha 

公園面積率 3.3% 3.7% 3.7% 

・（ 24 . 9%)

｜人当たり公園面積 2.Gm＇ 人 2 . Gm’ 人 I .3 m’ 人

（全国平均4. 5 m' 人 ） ぺ8 . 3附 人）

街路樹本数（高木） 131 ,202本 184 '022:;$::. 87 '700本

街路樹指数
20人本 45人本 30人本

(I 本当たり人口 ）

街路樹被覆面積 330ha 250ha 

街路樹被覆面積率 1.7% 2.8% 

街路樹密度 6.3本 ha 3. I 本 ha I 0本 ha

1.5% 2.9% 

樹被率 ( 0.06ha以上） (0. Iha以上）

3.2% 

(0. 06ha以下）

保存樹
47本 89本

（：去律に基づくもの）

〔表ー l 〕大阪と他都市の緑

参考資料： r録の作戦』 高橋理喜男著他より

傘 （ ）内は近郊の森を含めた数値 大飯・東京の数値は昭和58年調べ

公図面積には園、都（市）、区などを含む

頭
所
感
に
お
い
て
、

エ
ン
ジ
を
図
る
た
め

、

大
阪
の
町
の
イ
メ
ー

ジ
チ

A
A
Z
官、

花
と
緑
な
ど

に

よ
る

『
美
し

い
大
阪
』
の
町
づ
く
り
を
推
進し

て
い
く
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
五
十

七
年
に
大
阪
府
が
実
施
し

た

『
快
適
環
境
づ
く

の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
見
る
と
、「
快

h
ノ

』
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
行
政
対
策
で
何
を

す
べ
き
か
L

と
の
質
問
に
対
し
、
大
阪
市
民
は

五
0
・

四
軒
の
高
率
で
「
緑
化
」
を
支
持
し
て

い
る
。

こ
れ
は
、
大
阪
府
域
内
の
他
地
区
t

比

較
し
て
、
高
い
数
値
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
阪
の
、
と
り
わ
け
市
内
に
お

け
る
緑
の
必
要
性
へ
の
関
心
は
、数
十
年
の
問

に
行
政
か
ら
市
民
レ
ベ
ル
へ
と
急
速
な
広
が
り

を
示
し
て
き
た

。

現
在
で
は
、
緑
化
は
大
阪
市

靭
公
固
な
E

の
公
園
以
外
に
は
、
広
大
な
紘
地

が
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
差
異
が
そ
の
ま
ま
、
町
の
か
は
似
の
印
象
。

を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る。

大
阪
に
緑
が
少
な
い
理
由

華
街
に
見
る
と
現
在
の
大
阪
は
、
西
に
海

を
望
み
、
三
方
を
北
摂
山
系
、
生
駒
山
系
、
金

剛
山
系
、
和
泉
・

葛
城
山
系
と
い
う
豊
か
な
自

然
に
固
ま
れ
た
大
都
市
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。

し
か
し
、
上
町
台
地
を
背
骨
に
東
丙
に
広
が
っ

て
い
る
大
阪
平
野
は、

縄
文
時
代
に
は
台
地
を

除
い
て
大
半
が
海
で
あ
っ
た

。

上
町
台
地
の
東

側
は
河
内
湾
を
形
成
し
て
い
た
が
古
墳
時
代
に

は
湖
に
な
り
、
平
安
時
代
以
降
沖
積
平
野
と
な

っ
た
。
一
方
、
現
在
の
大
阪
市
の
中
心
地
が
あ

る
上
町
台
地
の
丙
側
も
、
海
蝕
に
よ
る
磯
の
拡

大
と
河
川
の
デ
ル
タ
の
発
達
に
よ
り
低
地
と
な

り
、
秀
吉
以
降
に
人
工
的
に
盛
±
なE
で
都
市

化
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
土
壌
条
件
が
悪
く一

般
的
に
み
て
大
き
な
樹
木
に
適
し
た
土
地
と
は

L
L

カ
た
い

。

反
対
に
、
河
内
湾
の
時
代
か
ら
半
島
状
に
海

に
突
き
出
て
い
た
陸
地
が
、
現
在
の
上
町
台

地
で
あ
る

。

そ
こ
は
早
く
か
ら
難
波
宮
、
が
営
ま

れ
、
石
山
本
願
寺
が
建
立
さ
れ
、
大
阪
城
が
築

造
さ
れ
た
地
で
も
あ
る。

現
在
の
大
阪
仁
お
け

る
数
少
な
い
高
台
で
あ
る
上
町
ム
口
地
に
は
、
傾

斜
地
が
多
く
、
そ
こ
に
は
豊
か
な
緑
が
繁
っ
て

い
る

。

地
勢
的
要
因
の
中
で

も
と
り
わ
け
土
壌
的
要
因
と
、
大
半
が
平
坦
地

で
あ
る
と
い
う
地
形
的
要
因
と
が
、
大
阪
中
心

部
に
お
け
る
緑
の
少
な
さ
を
決
定
付
け
て
い
る

大
き
な
理
由
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
歴
史
的
に
見
る
と
、
大
阪
は
奈
良
、
京

こ
れ
ら
の
、
』
と
か
ら
、

全
体
の
総
合
的
な
テ
l

マ
と
し

て
、
推
進
さ

れ

て
い
る
。

大
阪
と
他
都
市
と

の
比
較

大
阪
の
緑
の
現
状
を
、
他
都
市
と
比
較
し
て

み
た
場
合

、

ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
表1
は
、
大
阪
、
東
京
、
パ
リ
の
一
二
都
市

に
お
け
る
緑
の
量
を、

多
角
的
に
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
公
園
に
つ
い
て
見
る
と

、

大
阪
は

公
園
総
面
積
こ
そ
い
東
京
の
三
分
の

一
以
下
だ
が
、

一人
当
た
り
の
公
園
面
積
は
二
・
六
平
方μ
と

東
京
と
同
程
度
で
あ
る
。
パ
リ
の
場
合
、一人

当
た
り
一
・
三
平
方
M
と
極
端
に
少
な
く
忠
わ

れ
る
が
、
プ
ロ
｜
ニ
ユ
と
ヴ
ア
ン
セ
ン
ヌ
の
森

（
合
計
が一 、

八
四
O
ひ
）
を
加
え
る
と
、

E韮

都
に
次
「
古
い
都
市
で
あ
る。

織
田
信
長
が
「
大
板
は
お
よ
そ
日
本一
の
境

地
な
り
」
と
看
破
し
た
よ
う
に
、
政
治
・

経
済

・

文
化
・

交
通
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
極
め
て
優

位
な
地
理
的
条
件
を
備
え
て
い
た。

人
と
物
の

集
結
が
容
易
で
あ
り
、
と
り
わ
け
豊
臣
秀
吉
に

よ
っ
て
町
づ
く
り
が
実
施
さ
れ
て
以
後
の
大
阪

は
、
急
速
に
近
代
都
市
と
し
て
の
規
模
と
内
容

を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
現
在
の
市
域
の
約三

分
の

一
は
、
人
工
的
に
埋
立
て
、
盛
土
さ
れ
た

造
成
地
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
流
通
を
基
盤
と
し
た

大
都
市
・

大
阪
が
繁
栄
し
て
き
た
。

町
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
当
初
よ
り
、
市
街
地

で
は
人
口
密
度
が
古
川
く
、
江
戸
時
代
て
一
ひ当

た
り
一
二O
O
i

四
O
O
人
、
工
業
都
市
化
が
進
展

し
た
大
正
末
期
に
は
、
南
区
（
一
ひ当
た
り
八

三
一O
人
）
を
筆
頭
に
都
心
の
区
部
で
は
軒
並
み

四
O
O
人
を
超
え
て
い
た。

し
か
も
住
宅
は
低

層
で
あ
る
た
め
過
密
化
し
、
空
地
が
乏
し
く
、

緑
の
た
め
の
余
地
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で

あ
る

。

一
大
商
都
と
し
て
栄
え
た
大
阪
は
、

町
家
が
主
流
t

な
り
、
広
大
な
庭
園
を
持
つ
武

家
屋
敷
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
江
戸

と
大
阪
を
比
較
す
る
と
、
江
戸
で
は
武
家
地
約

六
割
、
町
人
地
約
二
割
で
あ
る
の
に
対
し
、
大

阪
は
武
家
地
約
二
割
、
町
人
地
約
六
割
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
現
在
で
も
残
り
、
東

京
二
三
区
内
の
第

一種
住
宅
専
用
地
域
は
二
五

軒
を
占
め
て
い
る
が
、
大
阪
市
で
は
ゼ
ロ
で
あ
る

。

更
に
商
人
の
町
・

大
阪
で
は
実
利
性
が
尊
重

さ
れ

、

河
川
や
堀
割
の
河
岸
は
植
樹
用
地
と
し

て
よ
り
も
舟
着
場
、
荷
揚
場
な
ど
に
高
度
に
利

用
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
、
緑
の
少
な
い
理
由
の

B

E
、

4
4日
＋
人

一
つ
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
要
因
を
踏
ま
え
、
大

5 

＊樹被率＝総面積に対する樹木で覆われた面積の割合
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台地軸（主軸）

，可川紬（主軸）

幹線道路軸（劃馳）

高速道路軸（劃軸）

娼割輸（副華由）

．． 公園

・交通網は概略図で示してあります。

大阪青お也軸構想、図

ト
い
さ
れ
た
造
成
地
で
あ
り
、
し
か
も
急
激
な
都

市
化
が
進
ん
だ。

安
十
く
か
ら
高
密
な
商
都
と
し
て
栄
え
、
緑
の

た
め
の
余
地
が
乏
し
か
っ
た。

③
町
人
地
が
多
く
、
武
家
地
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
東
京
と
比
較
す
る
と
庭
園
な
ど
過
去
か
ら

の
緑
の
遺
産
が
少
な
い
。

〈
イ
メ
ー
ジ
的
要
因
そ
の
他
〉

阪
に
緑
が
少
な
い
理
由
砂
晶4理
す
る
t

、
次
の

よ
う
に
な
る
。

〈
地
勢
的
要
因
〉

①
大
阪
の
中
心
部
の
大
半
は
沖
積
平
野
の
低
湿

地
に
あ
り
、
元
来
、
樹
木
が
少
な
か
っ
た。

②
水
は
け
の
悪
さ
や
都
市
土
壌
な
ど
の
た
め
土

壌
条
件
が
良
く
な
く、

樹
木
が
育
ち
に
く
い
。

③
。
水
の
都
。
の
名
の
通
り
、
緑
地
の
代
り
に

河
川
や
堀
割
が
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
t

し
て
機
能
し
て
き
た
。

〈
歴
史
的
要
因
〉

①
市
域
の
三
分
の

一
は
人
」
ム的
に
埋
立
て
、
盛

①
現
在
の
大
阪
に
お
け
る
中
心
地
や
主
要
駅
の

位
置
と
、
緑
の
多
い
地
域
と
が

一致
し
て
い
な

い
た
め
、
緑
の
ア
ピ
ー
ル
性
に
欠
け
る。
（
例
え

ば
東
京
で
は
、
上
野
、
新
宿
、
渋
谷
な
ど
の
近 国立大；病揮

町

・ 井原西筒の墓

上

町

筋

・近松門左衛門の墓

谷
町
筋

en 

・ 四天王寺

ト＼）

く
に
、
広
大
な
緑
地
や
公
園
が
見
ら
れ
る
）

②
町
に
起
伏
が
乏
し
い
た
め
、
視
覚
的
に
緑
が

目
立
ち
に
く
い
よ
そ
の
反
面
、
三
方
を
緑
の
六

甲
、
北
摂
、
生
駒
の
山
々
で
固
ま
れ
、
中
央
部

の
不
足
を
視
覚
的
に
補
っ
て
い
た
）

こ
う
し
た
多
様
な
要
因
が
複合
的
に
絡
み
合

い
、
緑
が
少
な
い
町
・
大
阪
の
現
状
と
な
っ
て

い
る

。
今
回
、
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チi
ム

は
、
緑
化
、
植
生
、
都
市
計
画
な
ど
多
角
的
な

見
地
か
ら
、
こ
れ
ら
要
因
を
検
討
し
、
『
大
阪
緑

地
構
想
』
の
出
発
点
と
し
た
。

一
一、

大
阪
緑
地
構
想

『
大
阪
緑地
構
想
』
の
基本
概
念

大
阪
市
は
、
人
口
二
六
O
万
人
を
超
え
る
、

世
界
有
数
の
商
業
都
市
で
あ
る。
し
か
も
、
豊

臣
秀
吉
に
よ
る
町
づ
く
り
か
ら
数
え
て
も
、
す

で
に
近
代
都
市
と
し
て
四O
O
年
の
歴
史
を
有

し
て
い
る

。

従
っ
て
『
大
阪
緑
地
構
想
』
に
は
、

そ
う
し
た
都
市
と
し
て
の
規
模
や
性
格
、
そ
し

て
歴
史
性
な
E
J
T
考
履
し
つ
つ
、
同
時
に
大
阪

を
新
し
い
緑
の
町
へ
と
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
さ

8 



せ
る
、
総
合
的
な
視
点
が
不
可
欠
の
も
の
と
い

・
え
ヲ
心
。

そ
こ
で
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チl
ム
は
、

構
想
の
基
本
的
な
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
設
定

し
た
。

⑨
緑
の
一
般
的
機
能
を
重
視
し
た
計
画
で
あ
る

－
』
シ
」

す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
世
界
の
先
進
国
諸

都
市
で
は

一人
当
た
り
の
公
園
面
積
も
広
く
、

都
市
に
お
け
る
緑
の
効
用
を
重
視
し
た
計
画
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。

緑
の
機
能
と
し
て
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ン
タ
ク

ト
機
能
、
環
境
保
全
・
保
健
休
養
機
能
、
防
塵

・
防
音
機
能
、
温
度
・
湿
度
調
節
機
能
、
酸
素

収
支
の
安
定
保
持
機
能
、
美
化
・
修
景
機
能
な

ど
を
始
め
と
し
て
、
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
い

ず
れ
も
人
聞
が
都
市
生
活
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
不
可
欠
な
要
素
だ
が
、
と
り
わ
け
過
密
化

す
る
現
在
の
都
心
部
に
お
い
て
は
、
生
き
た
自

然
が
人
間
に
も
た
ら
す
精
神
的
効
用
を
見
逃
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
生
き
た
自
然
こ
そ
、
人
間

と
白
然
と
の
宣
重
な
根
源
的
関
係
を
同
復
す
る

も
の
で
あ
り
、
人
聞
が
自
然
と
共
存
し
て
い
く

こ
と
の
意
味
を
、
知
実
に
物
語
る
存
在
だ
か
ら

で
あ
る
。

世
界
各
国
の
大
都
市
が
、
早
く
か
ら
都
心
部

の
緑
地
や
公
閣
を
保
護
、
整
備
し
て
き
た
理
由

も
、
そ
こ
に
あ
る
。
大
阪
に
お
け
る
緑
化
を
考

え
る
に
際
し
で
も
、
こ
う
し
た
さ
ま
ぎ
ま
な
緑

の
機
能
を
十
分
に
少
召
慮
し
た
上
で
、
計
画
の
立

案
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑨
大
阪
の
緑
の
特
性
を
い
か
し
た
計画
で
あ
る

－
』
レL大

阪
は
町
人
の
都
市
と
し
て
発
展
す
る
中
で
、

独
向
の
庶
民
文
化
を
育
て
て
き
た
。
「
緑
の
少
な

い
町
」
と
は
い
え
、
上
町
台
地
や
そ
の
周
辺
に

『大阪緑地構想』の考え方

は
庶
民
の
遊
び
場
ー
と
し
て
の
緑
が
、
ま
っ
た
く

無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
の『
浪

花
百
景
絵
図
』
に
は
、
桜
之
宮
、
萩
の
茶
屋
、

桃
ケ
池
な
ど
の
花
の
名
所
が
描
か
れ
、
桜
の
生

〈
た
ま

同
魂
神
社
、
梅
の
夕
陽
丘
と
と
も
に
、
物
見
遊

山
の
場
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
都
市
化
に
つ
れ
て
姿
を
消

し
た
が
、
現
在
で
も
地
名
に
そ
の
名
残
を
留
め

て
い
る
。

相
乗
効
果
に
よ
る
緑
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
慮
し
た
。

更
に
、
都
市
の
緑
化
は
、
単
に
緑
の
量
を
増

や
す
ば
か
り
で
な
く
、
ぞ
れ
が
地
域
住
民
に
愛

さ
れ
、
な
じ
み
や
す
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
そ
こ
で
緑
化
の
考
え
方
の
中
に
、

町
内
行
事
な
ど
を
盛
り
込
み
、
町
の
緑
を
住
民

の
生
活
の
中
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
提
案
を

行
っ
た
。

⑨
二
十
一
世
紀
へ
の
緑
の
遺
産
づ
く
り

現
在
の
大
阪
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
庭
園

な
ど
過
去
か
ら
の
緑
の
遺
産
が
少
な
い
町
で
あ

る
。
都
市
と
し
て
の
成
立
過
程
か
ら
見
て
、
今

ま
で
は
や
む
を
得
な
い
両
も
あ
っ
た
が
、
今
後
、

大
阪
が
緑
濃
い
町
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
に
は
、

や
は
り
遺
産
と
呼
べ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
の
創

造
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
住
民

た
ち
か
ら
愛
さ
れ
る
と
同
時
に
、
子
の
代
、
孫

の
代
の
人
々
が
守
り
育
て
て
い
、』
う
と
思
え
る
、

質
の
高
い
緑
、
あ
る
い
は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
緑

こ
そ
、

二
十

一
世
紀
の
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
を
代

表
す
る
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
町
人
た
ち
は
知
恵
を
働
か
せ
、
小
規
模

な
が
ら
も
緑
と
接
す
る
場
も
創
造
し
て
い
る。

例
え
ば
、
町
家
に
は
通
り
庭
が
あ
り
、
茶
室
が

つ
く
ら
れ
、
そ
し
て
坪
庭
と
い
う
関
西
独
特
の

内
庭
を
発
達
さ
せ
た
。
坪
庭
は
、
敷
地
い
っ
ぱ

い
に
建
設
さ
れ
た
町
家
の
中
の
小
さ
な
緑
の
空

間
に
過
ぎ
な
い
が
、
や
が
て
茶
の
湯
の
大
衆
化

に
伴
い
茶
庭
風
坪
庭
と
し
て
結
実
し
た

。

こ
う
し
た
町
人
文
化
の
成
果
で
あ
る
坪
庭
な

ど
を
積
極
的
に
採
用
し
、
構
想
全
体
に
大
阪
ら

し
い
緑
の
特
性
を
い
か
す
、
」
と
と
し
た
。

⑨
民
有
地
緑
化
・
官
民
一
体
の
緑
化
・
住
民
参

加
の
緑
化
の
推
進

公
共
的
な
緑
化
が
、
最
近
あ
る
程
度
の
進
展

を
見
て
い
る
の
に
対
し
、
立
ち
遅
れ
て
い
る
の

は
民
有
地
の
緑
化
で
あ
る
。
特
に
大
阪
は
そ
の

傾
向
が
強
く
、
全
体
的
な
緑
化
計
画
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
民
有
地
の
、
特
に
目
立

ち
ゃ
す
い
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
部
分
の
緑
化
を

重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
緑

化
手
法
を
採
り
入
れ
た。

ま
た
、

『
大
阪
緑
地
構
想
』
の
展
開

ハ
門グ
リ
ー
ン
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
緑
軸
）
の
設
定

〈主
軸
〉

大
阪
の
町
仁
、
緑
の
息
吹
t

自
然
の
秩
序
を

与
え
る
骨
組
み
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ラ
ク

テ
ャ
l

（
緑
軸
）
を
設
定
す
る
。こ
れ
は
主
軸

と
副
軸
か
ら
形
成
さ
れ
、主
軸
は
台
地
軸
と
河

川
軸
と
か
ら
な
る
。
大
阪
の
町
を
、
緑
と
水
の

巨
大
な
リ
ン
ク
（
環
）
に
よ
り
包
み
込
み
、
『
大

阪
緑
地
構
想
』
の
骨
格
を
成
す
も
の
で
あ
り
、

自
然
性
と
歴
史
性
を
兼
ね
備
え
た
エ
リ
ア
で
も

あ
る
。

大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
に
は
、
公
共
、
民
間
の
連
携

に
よ
る
街
づ
く
り
の
視
点
に
立
っ
た
総
合
的
な

緑
化
が
必
要
で
あ
る
。
構
想
全
体
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
を
決
定
す
る
公
共
的
な
緑
化
と
、
町
の
隅

隅
ま
で
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
民
有
地
の
緑
化
t

の

a

、
ム
ロ
地
軸

大
阪
市
の
背
骨
と
も
い
え
る
上
町
台
地
は

「
緑
の
町
」
づ
く
り

なより 21
るり 世
都魅紀
市カへ
のあ向
創るけ
造 、 て

｛主 σコ
み町
たづ
くく

西
日
本
の
中
枢

、

大
阪
大
都

市
圏
の
母
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
顔
づ
く
り

居
住
者
の
座
標
軸
、
心
の
拠

所
と
な
る
座
標
軸
、
コ
ミ
斗
ニ

テ
イ
の
核
と
な
る
湯
の
形
成

過
密
な
都
市
の
な
か
で
の
空

間
性
の
享
受
と
、
非
常
時
の

防
災
避
難
の
場
所
の
形
成

増
大
す
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
や
健
康
保
持
と
ス
ポ
ー
ツ

の
場
の
形
成
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市
の
緑
化
計
画
で
は
緑
を
中
心
と
し
た
景
観
整

備
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
構

想
で
は
、
こ
の
大
阪
市
案
を
基
本
と
し
て
発
展

さ
せ
た
。

上
町
台
地
は
歴
史
、
文
化
、
自
然
の
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
見
て
、
緑
地
構
想
全
体
の
主
軸
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
地
域
で
あ
る
。
北
か
ら
桜
宮
公

園
、
大
阪
城
公
園
、
高
津
宮
、
生
国
魂
神
社
、

四
天
土
寺
、
天
王
寺
公
園
、
帝
塚
山
、
住
吉
公

園
を
経
て
大
和
川
へ
と
至
る
軸
で
、
南
北
約

一

一
キ
ロ
灯
の
細
長い
台
地
を
形
成
し
て
い
る。
特

に
夕
陽
丘
の
斜
面
の
緑
は
、
市
内
に
残
る
唯一

の
自
然
状
態
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

積
極
的
な
保
全
と
、
上
町
台
地
全
域
の
緑
の
整

備
に
よ
っ
て
、『
大
阪
緑
地
構
想』
の
主
軸
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

こ

の
地
域
は
ま
た
、
大
阪
市
の
東
西
の
接
点

で
も
あ
る
。
現
在
、
分
断
さ
れ
て
い
る
東
西
を

結
ぶ
綜
の
帯
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
、
軸
上

に
文
化
施
設
な
ど
の
建
設
を
凶
り
た
い
。

b

、
河
川
軸

。
水
の
都
。
大
阪
市
内
を
流
れ
る
代
表
的
河

川
の
い
く
つ
か
を
結
び
、
そ
の
沿
岸
域
を
緑
化

し
、
総
と
水
の
有
機
的
な
連
結
に
よ
り、

主
軸

の
一
つ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
北
の
大
川
か
ら

、

堂
島
川
・
土
佐
堀
川
に
は
さ
ま
れ
た
中
之
島
付

近
ま
で
は
、
す
で
に
大
阪
市
の
計
画
案
に
従
っ

て
中
之
島
公
園
及
び
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
1

ム
は
、
こ
の
計
画
案
を
更
に
延
長
し
、
木

津
川
を
南
下
し
、
大
和
川
へ
と
続
く
河
川
軸
を

計
画
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
緑
の
帯
は
、
大
阪

の
都
心
部
に
巨
大
な
か
緑
の
環
。
を
形
成
す
る

、
」I
C
v
と
わ
怯
クQ。

木
津
川
は
現
在
、
港
湾
部
に
お
け
る
工
業
地

域
と
し
て
の
役
割
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ



こ
を
緑
化
の
た
め
の
河
川
軸
に
設
定
し
、
既
存

の
千
島
公
園
内
に
あ
る
昭
和
山
な
ど
も
取
り
込

む
形
で
整
備
す
る
こt
に
よ
り
、
災
害
時
の
避

難
用
緑
道
及
、
び
バ
ッ
フ
ァ
l

（
緩
衝
帯
）
と
し

て
の
新
し
い
機
能
を
生
み
出
す
、
』
と
が
で
き
る
。

将
来
は
、
大
阪
湾
岸
の
整
備
に
よ
り
緑
の
臨

海
軸
を
構
成
し
、
大
阪
の
代
表
的
河
川
で
あ
る

淀
川
の
河
川
軸
と
結
び
、
更
に
大
規
模
な
主
軸

の
環
が
可
能
と
な
ろ
う
。

〈
副
軸
〉

上
町
台
地
の
ム
口
地
軸
、
旧
淀
川・
木津
川
・

大
和
川
な
ど
に
よ
る
河
川
軸
を
主
軸
と
す
れ
ば
、

そ
の
両
者
を
結
ぶ
幹
線
道
路
及
び
堀
割
が
副
軸

で
あ
る

。

a
 道
路
軸

（
幹
線
道
路
軸
）

こ
こ
で
い
う
幹
線
道
路
と
は
、
小
〈
川
町
筋
、
松

屋
町
筋
、
堺
筋
、
御堂
筋
、
四
ッ
橋
筋
、
な
に

わ
筋
、
国
道

一 、

て
号
線
、
土
佐
堀
通
り
、
中

央
大
通
り
、
長
堀
通
り
、
千
日
前
通
り
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
大
阪
の
中
心
部
に
。
緑
の
メ

ッ

シ
ュ
u
を
形
成
す
る
。

御
堂
筋
の
よ
う
に
、

す
で
に
銀
杏
抜
本
が
全
凶
的
に
有
名
な
道
路
も

あ
る
が
、
大
阪
の
繁
華
街
を
貫
く
幹
線
道
路
全

体
仁
、
結
のグ
レ
ー
ド
ア

ッ

プ
を
削
る
た
め
の

紘
軸

A

で
あ
る
。

（
高
速
道
路
軸
）

いけ
川
速
道
路
周
辺
に
も
重
点
的
な
紘
化
を
実
施

す
る
。

従
来
か
ら
大
阪
は
、
大
阪
凶
際
空
港
な

ど
か
ら
高
速
道
路
を
利
用
し
て
市
内
に
入
る
場

介
、
祝
党
的
な
紋
の
乏
し
き
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。

本
構
想
で
は
、
こ
う
し
た
抗
党
に
訴
え
る

紋
の
印
象
に
つ
い
て
も
配
慮
し
、
日n
M速
道
路
周

辺
地
域
の
紋
化
を
阿
る
こ
と
と
し
た。

川
ハ
体
的
な
子
法
と
し
て
は
、同辺
ピ
ル
の
M
m

主
人
は
じ
め

－

般
住
民
の
利
用
機
会
は
増
す
に

違
い
な
い
。

紙
の
持
つ
き
ま

、

ぎ
ま
な
機
能
は
、

身
近
で
実
際
的
な
場
で
こ
そ
、
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

国
民
有
地
緑
化

法
未
概
念
の
草
で
も
述
べ
た
通
り
、
大
阪
で

は
民
有
地
緑
化
の
大
き
な立
ち
遅
れ
が
H

立
っ

て
い
る
。

民
有
地
の
緑
は
、
本
来
、
偶
人
の
楽

し
み
ゃ
、
建
物
取
体
の
修
景
な
ど
に
機
能
す
る

上
、
ベ
ラ
ン
ダ
を
利
用
し
た
緑
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

b

、
堀
割
軸

現
在
の
大
阪
に
残
る
数
少
な
い
堀
で
あ
る
東

横
堀
川
・
道
頓
堀
川
に
つ
い
て
は
、
堀
割
軸
と

し
て
緑
化
を
推
進
す
る
。
堀
割
軸
を
ふ
く
め
た

緑
の
河
川
軸
は
、
か
つ
て
の
。
水
の
都
。
大
阪
の

歴
史
性
と
雰
囲
気
を
、
現
代
に
伝
え
る
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
緑

大
阪
市
内
は
平
坦
地
が
多
い
た
め
、
公
園
は

特
色
が
な
く
、
大
半
が
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
遊具

を
主
体
と
し
た
、
西
欧
的
で
単

一
な
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
が
多
い
。

そ
の
た
め

一般
の
人
々
に
と

っ
て
は
な
じ
み
に
く
い
。

そ
こ
で
、
庶
民
性
豊
か
な
大
阪
の
風
土
に
あ

っ
た
公
園
へ
と
新
た
な
機
能
を
付
加
し
、
公
園

を
改
造
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う。

大
阪
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
統
に
根
ぎ

し
た
行
事
や
祭
り
が
、
引
在
で
も
残
っ
て
い
る。

行
事
や
祭
り
の
場
を
、
町
内
の
緑
地
や
公
園
に

設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
緑
の
あ
る
空
聞
を

住
民
生
活
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る。

例

え
ば
、
関
西
独
特
の
行
事
に
「
地
蔵
盆
」
が
あ

る
。

町
内
の
お
守
り
で
あ
る
地
蔵
の
周
辺
に
紋

地
や
公
閑
を
整
備
し
、
「
地
威
盆
」
の
行
事
を
そ

こ
で
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
、
フ
。

ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
凶
阿
独
特
の
紘
の
文

化
泣
躍
で
あ
る
坪
庭
を
、
新
し
い
紋
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
紘
と
し
て
提
案
す
る。
一見
米
は
プ
ラ

イ
ベ
｜
卜
な
内
的
空
間

Jで
あ
っ
た
坪
庭
だ
が
、

こ
れ
を
公
闘
の
デ

、

ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
、
大
阪ら

し
い
紋
の
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
試
み
で
あ
る。

町
内
の
緑
地
や
公
園
の
中
に
、
問
問の
文
化

で
あ
る
「
坪

－陸
」
や
茶
一全
を
造
る
こ
と
に
よ
り
、

地蔵盆（写真百身俊二）

も
の
だ
が
、
大
阪
全
体の
緑
化
を
行
う
k

で
、

町
の
紘
t

し
て
の
役
剖
を
市一悦
し
た
。

と
り
わ

け
、
第
二
－

打
の
け
に
も

t

ま
る
断
、
外
叫
明
、
広

場
な
E

は
、
紋
化
の
た
め
の
丘
一
一
m

一な
空
間
と
い

・
え
の
ゐ。

第
a

m刊
住
宅
ぃ
山
ド
リ
川
地
域

の
な
い
大
阪

市
内

Jて
は
、
今
後
ま
す
ま
す
出
用
化
、
ピ
ル
化

が
進
む
中
で
、
比
布
紋
地
は
よ
り
少
な
く
な
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る

。

こ
の
が
態
を
針
転
さ
せ

る
た
め
に
は
、
高
層
化
、
ピ
ル
化
と
紋
の
問
題

を
あ
ら
か
じ
め
計
両
的
に
適
合
さ
せ
て
い
く
、
』

と
が
重
要
で
あ
る
。

と
り
わ
け
都
心
部
に
お
い

て
は
、
小
さ
な
空
間
も
上手
に
利
川
し
、
大
阪

に
総
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
す
る
綿
密
な
演
出
が

必
要
と
な
る
。

ま
た
、

そ
こ
で
本
構
想
で
は
、
次
の
よ
う
な
民
有
地

紙
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
法
を
取
り
入
れ
た
。

⑨
住
宅
地
医

。

塀
の
生
垣
化
及
、
び
セッ
ト
パ
ッ
ク
に
よ
る
空

地
の
紙
化

。

民
有
空
地
の
公
園
緑
化
利
用
（
公
開
緑
地
）

・大阪の緑の構成

一性格づけ イメー ジ イ立 置 要求される機能 計画概要 デザイン

過去からの緑の遺産をよりグレードアップして、将来へバトンタッチ

緑の都市輸 （主軸）
マスとしてのボリューム

していく 。
上町台地には特に、歴史や市民生活と結びついた緑をふやす。 旧｝忠｜｜、

大阪の背骨として市 上町台地 ；上町筋を含む）
感、迄間金、古畑性、大

l:J町台地一一寺院のオープンスペースカ駐車場化マンション化しつ
木津川ト帯は、水の都・大阪を表現するのに晶童の場所であり、大阪

民の座標軸となるも 旧i忠 II - f:；章川一大手Ulll
阪らしさ

つあり、早急な総合的整備を行う。
らしさを醸成する。

σ〉
｜日淀川｜ー木津Jll－水辺の整備をよりボリュームアップ（幸見水空間の
拡大など）する。

谷町筋、国道ト 2 号線、堺筋、土佐蝿盈り、
連続性、季節感、演出性、 主軸を背骨とすれl工、肋骨にあたる部分。 町全体に個性と統一感を与 緑の回廊となるようなデザイン計画を進め、桔休勢定も控えめにし、

ストラクチャーとして 幹草創董路 四ッ橋筋人長蝿通り、なにわ筋、千日前通り
装飾性、建物との調和、 え、ソフトな印象をもたらす。 電（話）線を地下士藍生、又は裏道へ移設 電柱を目立たなくする。 看板などの整備を行い、田Tに緑の印象を濃く

の緑 ~lj 統一感、通りのイ回全 するなど、街路樹を生かす工夫を行う 。 し、足元には花のつく潅木帯をつくる。

町に自然の息吹と秩序 高適道路車自
阪神高速道路 景観性、車のスピードに 空港や他都市から大阪の中心部へ入るアプローチ道であり、神社でい 高温道路周辺の建物のベランダや屋上を、緑や花で美化・修景し、大

を与える骨千且としての
（空港線、環状線） 対応したデザイン えば、緑濃い参道の雰囲気を醸成する。 阪への訪問客を；~かく迎えると共に、市民にくつろぎを与える。

緑を形成する 車自 東横堀川、道頓堀川
歴史性、車財む性、空間｜生、 水の都 ・大阪の歴史を伝える部分で、埋立て~まぬがれた唯 2 ヵ所の 東横堀川には高直萱路が走っており、 4動宣物に負けない緑の帯をつく

掘割車由 生物との共存（魚） 貴重な堀をL、かす。 る。

；可JI I軸 iお｜｜、 大刺｜｜
自然性、開放性、生定眠、

大阪市の地勢的境界（エッジ）となっており、市の半特且となる部分。
現在の河川敷公園の植栽に加えて、堤防部みにも緑を施し、全体の質

生物治水 をアップしていく 。

；毎と大阪のかかわりあい
魚釣り、野鳥観察、水辺のレクリヱーションをテーマとした公園が計 埋立て地でし力、普釘呆できなしづこ規模なスポーツ公園や、；毎をテーマと

臨；毎軸 南ゑ北港を中心とした周辺の臨海部
を示すもの歴史性

画8れているが、更に、弁天埠頭、天保山公園など前コ玄関部分の整 した公園をレイアウ卜する。
備を進める。

顔としての緑
駅前広場 大阪駅難波駅 美しい華やかさ、都会｜金、 都市の玄関。 人間でいえば顔にあたり、良好な雰囲気（イメージ）をつ 若者たちの待ち合わせ場所となるような、華やかて者自会的な広場づく

市民公園 中ノ島公園 非日常性、ロマン くる。 り。

シンボルとしての縁
グリーンマス 大阪城公園 象徴？性‘中｛；＇性

大阪の自然の核となる部分。緑濃い森、鳥や虫の生息するエリアづく 大木を主とした森林公園づくり。緑の微妙なアンジュレーションと、

（鎮守の森） りを行う。 上町台地の昔の雰囲気を再現する。 水の都らしい流れる水により構成する。

都市基幹公園 長居、鶴見車部也城北、千島、靭、扇町等
大阪は平坦地が多く、アクセントに欠ける。 一方、水はけが悪〈格体

緑（公園、臨也）の個性化と、全体的存、統）｜生を図って、植栽も単調に
拠点としての緑

地区公園 また新設の都市基華字公園、地区公園（4ha以上）
多様性、地域性、空間企 の生育が良くないため、大規模公園は盛土して地形に変化をつけると せず、パターン、密度、樹高、葉色種類などコントラス卜をつける。

共に、土壌の改良も図る。

コミュニティの核とし 近隣公園
南天，商人都島、中大江、生玉、；鳥墓、毛馬西、 季節感、話題性、コミュ 公園の量を増すと共に、各公園に特色をもたせ、更に、公園相互のリ

地域のコミュニティの中心として、利用度の高いものとする。 小規模

愛染等 でも、子どもから老人までが活用できると共に、関西らしさを盛り込
ての緑 児童公園 また新設の近肱児童公園（ 2 ha以下）

ニティの育成、親密性 レーションを考慮する。
む。

建物の外部空間として
公共施設の外部空間

官公庁、公民館、学校、保育所、医療堀之図 建物との調和、統一感、 公園、街路樹の緑を補う、貴重な緑部分。 公共施設の外部空間の積極 市の木や花の植裁による特色づけ。 また、シンボルツリーにより演出

の緑 書館、垂間更局等 J寅出性 的活用を進める。 性を高める。

日常のテ＇イテールを構
民有総也

住居施設（戸建、集合住宅）、商謝包設、業務施 生活感、アメニティ、プライ 緑に対する認識と緑の絶対量をアッフする重要な部分、ビル、マンシ 個人の緑から、自分たちの田Iを構成する緑へと、意識を高める形のデ

成する緑 設、工期信鱒 パシー・アイテツティティ ョン、イさ宅等の緑の質を上げる。 ザインを進める。

坪庭 （写真岩宮武ニ）

o

集
合
、
佐
官
主
の
駐
車
場
や
バ
ル
コ
ニ
ー
の
緑
化

。

住
民
の
下
に
よ
る
記
念
植
樹
及
、
ひ
果
樹
閥
、

来
聞
、
花
壇
な
ど
の
設
置

。

貸
農
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
、
市
民
間
芸

村
な
ど
の
設
置

。

町
の
保
存
樹
の
指
定
や
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

設
｛疋

。

モ
デ
ル
緑
化
地
区
指
定
や
緑
化
協
定
の
締
結

⑨
商
業
・
業
務
地
灰

。

ピ
ル
の
屋
ト
庭
園

。

歩
道
の
拡
張
と
街
路
樹
の
植
栽
、
道
路
の
広

場
化

。

総
合
設
計
制
度
の
導
入
に
よ
る
広
場
や
緑
地

歩
道
（
ポ
ケ
ッ
ト
パ
1

ク
、
グ
リ
ー
ン
モ
ー

ル
な
E

）
の
確
保

。

サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
の
設
置

。

デ
ッ
キ
に
よ
る
広
場
や
緑
地
の
確
保

。

ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
設
置

。
壁
面
や
バ
ルコ
ニ
ー

の
緑
化
修
景

。

オ
フ
ィ
ス
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
及
び
ウ
イ
ン
ド

o

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
プ
ラ
ザ
の
緑
化

。

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
の
設
置

⑨
工
業
地
灰

o

大
規
模
な
エ
コ
ロ
ジ

ー
緑
化

。

緩
衝
緑
地
帯
の
設
定

。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パl
ク
化
及
び
丁
場
紋

レ
い

r
n
l
 

以
上
、
民
有
地
緑
化
の
手
法
の一部
で
あ
る

が
、
そ
の
他
、
緑
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
方
法

と
し
て
、
緑
化
基
金
の
設
置
や
緑
化
フ
ェ
ア
、

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
開
催
も
芳
志
し
た
い
。

、
き

め
細
か
い
緑
化
計
画
こ
そ
、二
十

一
世
紀
の
大

阪
に
。
市
民
の
緑
。
を
生
み
出
す
機
会
と
な
る

も
の
で
あ
る

。

ー
、
ガ
ー
デ
ン
の
設
置

大
阪
の
緑
化
は
、
以
上
の
よ
う
に
紘
が
有
機

的
、
シ
ス
テ
ム
的
に
結
ぼ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

機
能
を
充
分
に
発
揮
す
る
。
ま
た
緑
の
配
植
は
、

ラ
ン
ド
マ
l

ク
的
な
点
的
で
単
層
な
も
の
か
ら
、

街
路
樹
の
線
的
な
緑
や
森
の
よ
う
な
面
的
で
多

層
な
も
の
ま
で
あ
る
た
め
、
計
画
地
の
環
境
に

対
応
し
た
緑
の
秩
序
性
が
必
要
で
あ
る
。

11 12 
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「林としての緑」ソーン「田園としての緑」ゾーン

『
緑
の
町
』
計
岡
の
位
置
付
け

大
阪
市
の
中
央
部
を
東
西
に
横
切
る
幹
線
道

路
の

一
つ
に
、
長
堀
通
り
が
あ
る
。
か
つ
て
は

そ
の
名
が
示
す
通
り
、
ぶ
を
湛
え
た
堀
割
で
あ

り
、
市
内
と
木
津
川
と
を
結
ぶ
水
運
の
」
要
路
で

あ
っ
た
。
現
在
の
長
堀
通
り
は
、
デ
パ
ー
ト
、

商
店
、
オ
フ
ィ
ス
の
立
ち
並
ぶ
町
北
み
を
貫
き
、

繁
華
街
の
心
斎
橋
付
近
に
お
い
て
御
堂
筋
と
交

差
す
る
、
大
阪
市
民
に
は
な
じ
み
深
い
道
路
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
長
堀
通
り
は
、
前
章
の
『
大
阪
緑
地
構

想
』

の
中
で
、
副
軸
（
道
路
軸
）
の
．
本
に
設

定
し
た
よ
う
に
、
台
地
軸
（
上
町
台
地
）
と
河

川
軸
（
木
津
川
）
と
い
”3
王
軸
二
本
を
結
ぶ
存

在
で
あ
り
、
大
阪
緑
化
の
上
で
極
め
て
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
こ
で
今
同
、
大
林
組

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
こ
の
長
堀
通
り
に

着
目
し
、
都
市
緑
化
の
未
来
プ
ラ
ン
の
立
案
仁

挑
戦
し
た
。

現
在
、
同
地
で
は
都
市
再
開
発
プ
ラ
ン
が
検

討
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
『
紘
の
町
』
計
画
で

は
、
あ
く
ま
で
も
将
来
に
お
け
る
緑
化
を
主
体

と
し
た
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
長
堀
通
り
を
設
定

し
、
緑
の
遺
産
の
少
な
い
大
阪
に二
十

一
世
紀

へ
と
継
承
で
き
る
夢
の
グ
リ
ー
ン
・
ス
ペ
ー
ス

の
創
造
を
め
、
ざ
し
て
、
計
画
を
推
進
し
た
。
同

時
に
、
本
計
画
を
、
各
地
の
都
市
緑
化
の
モ
デ

ル
・
プ
ラ
ン
と
し
て
も
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
の
概
要

今
回
、
緑
化
計
画
の
た
め
に
設
定
し
た
長
堀

通
り
の
範
囲
は
、
東
は
上
町
台
地
へ
の
昇
り
口

に
・
当
た
る
松
屋
町
筋
か
ら
、
堺
筋
、J
一休
橋
筋
、

御
体
口
恭
助
、
四
ツ
橋
筋
、
な
に
わ
筋
を
経
て
、
木

「庭園としての緑」ゾーン「世界の緑」ゾーン
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津
川
を
越
え
て
松
島
公
園
へ
t

至
る
地
域
で
あ

る
。
東
西
約
で
一キ
ロ
灯
、
幅
員
五O
j
h

ハ
四
灯
、

面
積
約

一四
ひ
。
松
島
公
園
周
辺
も
含
め
た
面

積
て
は
、
約

一九
ひ
と
な
る
。

現
在
、
長
堀
通
り
は
主
と
し
て
車
道
及
、
ぴ
駐

車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
き
れ
て
い
る
が
、
本

計
問
で
は
そ
れ
ら
は
地
下
施
設
へ
と
移
し
、地

仁
部
の
全
域
を
グ
リ
ー
ン
・

ス
ペ
ー
ス
と
し
て

確
保
し
た
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
、
甲
子
園
球
場

五
個
分
に
匹
敵
す
る
規
模
の
緑
地t
な
る
。
大

阪
の
町
の
中
央
部
に
こ
れ
はE
大
規
模
な
緑
を

創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
生
活
に
自
然
の

息
吹
を
注
ぎ
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
増
加
さ
せ
、
町

全
体
に
緑
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
貴
重
な
都
市
空
間
の

多
層
利
用
の

一
環
で
も
あ
る
。

地
上
部
分
の
基
本
デ
、
ザ
イ
ン
と
し
て
は
、
山

や
谷
の
変
化
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
、
微
妙

な
ア
ン
ジ
ユ
レ
l

シ
ョ
ン
を
土
地
全
体
に
施
し

た
。
ま
た
、
長
堀
通
り
を
か
つ
て
流
れ
て
い
た

堀
割
の
水
を
再
現
し
、
全
体
に

一貫
し
て
水
の

空
聞
を
設
け
た
。
道
路
と
の
交
差
点
付
近
は
土

盛
し
、
グ
リ
ー
ン
・
ス
ペ
ー
ス
と
道
路
を
立
体

交
差
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
各
エ
リ
ア
の
移
動

を
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る
よ
う
配
慮
し
た
。

土
壌
に
つ
い
て
は
、
全
体
に
客
土
及
び
土
壌

改
良
を
施
す
こ
と
と
し
た
。
客
土
は
マ
サ
土
に

パ
ー
ク
堆
肥
（
一
五i
二
o
r
）
、
パー
ラ
イ
ト

（
一
五
i

二
o
r
）
を
加
え
る。
土
壌
改
良
は
、

土
壌
試
験
に
基
づ
き
適
切
な
処
置
を
実
施
す
る
。

ま
た
散
水
に
つ
い
て
は
、
中
水
を
利
用
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
地
中
湿度
の
自
動
測
定

に
従
っ
て
自
動
的
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
か
ら
散

水
を
行
い
、
同
時
に
デ
l

タ
も
蓄
積
す
る
。

な
お
地
下
部
分
に
は
、
断
面
図
に
示
し
た
通

り
、
往
復
四
車
線
の
車
道
、
現
在
構
想
中
の
ミ

一
一
地F
鉄
及
、
び
、
各
種
公
共
設
備
用
の
共
同
溝

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
都
市
の
緑
の
イ
メー
ジ
が
、
大

阪
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

。
緑
の
博
覧
会
。
t

も
い
う
べ
き
景
観
で
あ
り
、

二
十

一
世
紀
に
は
、
都
市
が
緑
に
よ
っ
て
文
化

的
、
社
会
的
役
割
を
果
た
す
時
代
が
到
来
す
る

か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
長
堀
通
り
「
緑
の
町
」
計
画
に
要
す

る
工
費
見
積
り
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

各
ゾ
l

ン
の
計
画
内
容

長
堀
通
り
を
モ
デ
ル
と
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ス

ペ
ー
ス
の
具
体
的
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
緑
の
副
軸
に
ふ
さ
わ
し
く
、
季
節
感
、
演

出
性
、
装
飾
性
、
国
際
性
、
連
続
性
、
そ
し
て

街
路
の
個
性
な
ど
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
緑
と

土
地
、
人
問
、
及
び
世
界
と
の
結
び
つ
き
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
緑
の
代
表
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
六
、
ゾ
l

ン
に
表
現
し

た
。

造
園
工
事
費
六

O
億
円

（
造
成
・

土
壌
改
良
及
、
び
排
水
工
事
、
植
栽
、

広
場
、
修
景
工
事
な
ど
を
含
む
）

建
築
関
係
工
事
費
一
四

O
億
円

あ
ず
ま
や

（
サ
イ
ロ
、
民
家
、
四
阿
な
ど
の
建
築
及
、
び
ク

リ
ス
タ
ル
ド
ー
ム
、
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
l

、
緑

①
林
と
し
て
の
緑｜
｜

大
阪
周
辺
の
な
じ
み
深

い
樹
木
に
よ
り
林
の
風
景
を
構
成
す
る。

②
都
市
？
と
し
て
の
緑
｜
｜

都
市
の
中
で
の
先
端

的
空
間
と
緑
の
出
会
い
を
演
出
し
、
同
時
に

水
空
間
（
堀
）
を
再
生
す
る
。

③
庭
園
と
し
て
の
緑｜
｜

町
に
お
け
る
自
然
の

取
り
入
れ
方
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
世

界
の
、
£
要
な
庭
園
様
式
を
再
現
す
る
。

④
田
固
と
し
て
の
緑l
l

牧
歌
的
田
園
風
景
、

お
花
畑
な
ど
明
る
く
開
放
的
な
緑
の
雫
聞
を

創
造
す
る
。

⑤
世
界
の
緑｜
｜

世
界
各
地
の
特
色
あ
る
植
物

を
網
羅
し
、
生
態
観
察
も
で
き
る
森
を
つ
く

ク
心
。

研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
工
事
を
含
む
）

地
下
関
係
工
事
費
六
九

O
億
円

（
道
路
用
シ
ー
ル
ド二
本
、
ミ
ニ
地
下
鉄
、
地

下
駐
車
場
を
含
む
）

島
骨Jd
hh
4
l

4
畑
、合
舟m
z＝
回

八
九
O
億
円

作
業
を
終
え
て

世
界
の
大
都
市
で
も
海
と
山
が
近
接
し
て
い

る
都
市
は
数
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の

点
、
大
阪
は
位
置
的
に
恵
ま
れ
て
は
い
る
が
、

心
理
的
に
は
海
も
山
も
遠
く
、
自
然
も
少
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
二
、
二
一
年
大阪
の
緑
は
街
路

整
備
に
伴
い
、
自
に
見
え
て
増
加
し
た
印
象
が

強
に
ま
た
上
町
台
地
の
緑
の
濃
い
夕
陽
ケ
丘

付
近
を
散
策
す
る
と
、
大
阪
の一
つ
の
側
面
を

再
発
見
で
き
る
。

今
回
の
構
想
を
通
じ
、
多
く
の
方
々
に
大
阪

の
町
と
緑
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
大
阪

緑
化
の
推
進
力
t

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

⑤
文
化
・
教
育
と
し
て
の
緑｜
｜

世
界
の
グ
リ

ー
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
や
植

物
教
育
園
の
設
置
な
ど
仁
よ
り
、
緑
の
文
化

エ
リ
ア
を
構
成
す
る。
（
詳
細
は
表
を
参
照
）

こ
こ
に

示
し
た
六
ゾ
l

ン
の
緑
は
、
お
互
い

に
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て



長
堀
通
り
「
緑
の
町
」
計
画
（
何
時
叩
図
）
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＂＇有1 ＂げる緑のあり方のー として字 8約筏備と空間で J; t: !lQ撃令必して

度しめる世界の楊争創直するどと bI 過去おらの大阪の函，＂＇ととめる 繍
＂び心斎崎争再現する

主要絡股

-,.. !J Ii け

3 庭園としての緑
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モ ζ
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日本庭園
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アン
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ライラ y ク yペキ カヱデ

ナノキノハゼ

フネい＂＂発工業のて花木のO· 世界中のlEの守

σ、 ＂
樹木によるさ諮軍

関酉の町人の緑の唱を湾現

ウルドタリ イフ守メ

可F ・偉物図書館
クリ ノタワ外霊はあ勺かじめtjlli> れf

いる展望台か勺「緑の町』を望できる

方..の奈

毎土の《

壇物教育
見本圃

ラヒリノス

町家のキ庭

グ ＇！ ノ
タワ

多・4与偶アラカy、ンイ、クス

クヌギ コナラ クマザザ

竹林 松語守的森紅葉谷

鎮守のれ

紅葉谷

濃川ト林
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堀（水空間）広場フラノス庭園イタリア庭園
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多主主の色・ 4き姐叙

巨木の轟

民・σ＂、

r 

f 
-/ 

夕 刊直物仁石芝、他物何事不

タ l より＂て？買われて

セヨ

L 

相
雇
町
筋

. . ・

阪
神
高
速
道
路

縁の町」の草野端に併置し 緑地のill

多重煮の雰囲気令監事成 松屋町筋に大阪

の代表町弘クスの大本を殖殺する

8 勺に3豆劫高遅過路の周留l二 r＇世界的

弘太木のーってあるセノヘルセJイヤ

の巨木を唱え 高遠温路の堅＂を和勺
けるととも｛ 市端のアクセノトとし

t. 

閉店の代要約な緑の瓜.松林を表現 クロマy アカマツ

丘陵地にI> （介有している竹紙と竹炊 マダケ、モウソウチク

の中の倣策温

常緑樹の高木を代表とする

成の縁
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とがてきる 水上仁イへ〆ト空間のス 冷温帯 Yネセキ ユキ

テ を設置し待の大ハゴラのTで yハキヱノレ

資J息会等会開催て塗る イゾウ
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胆
神
高
速
道
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大F也

木
達
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